
素材感を生かした外観

逗子小学校
　    建替え～移転～グラウンド整備が終わりました。
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新しい世紀を迎え、教育方針に大きな
変化が求められています。学習指導要領
では、未来に対して予測がつきにくい社
会状況の中、様々な知識と情報を自ら集
め果敢に生きる子どもを育てたいとする
意思が盛り込まれました。一定の知識を
正確に教え込むことを基調にしてきたこ
れまでと比較すると、これからの学校教
育では「自ら学び、自ら考える子ども 」
を育てる教育観へと移行しています。
上記の問いに対する建築的な回答は必
ずしも一言で述べられませんが、２１世
紀の学舎のデザイン「生きる力 」を念頭
に設計されたのが逗子小学校です。
日々の学校生活で児童が眺める校舎は
４種類の素材がランダムに配列された
外壁を大きな特徴とし、自由な発想、独
自性、バランス感覚を児童の心に培い、
新学習指導要領の理念をデザインとし
て視覚的に表現しました。

小学校棟は、グラウンドに南面したクラスルームの窓際に、アルコーブやバルコニーなど４つ
の要素をクラス毎にランダムに配置したリビングスペースを設け、そのランダムなパターン
がグラウンド側の立面に反映され自由な表情を創り出している。

敷地面積 ： 13,488㎡
建築面積 ： 2,351.51㎡
延床面積 ： 6,394.92㎡
建ぺい率 ： 17.43％（許容70％ ）
容積率 ： 47.41％（許容400％ ）
構造・規模： ＲＣ造/地上3階
最高高さ ： 13.05ｍ
軒高 ： 12.30ｍ
階高 ： 1階4.2ｍ、2・3階3.9ｍ
天井高さ ： 3.0ｍ、2.7ｍ、2.4ｍ等
主なスパン： 7.5ｍ×8.0ｍ
道路幅員 ： 8ｍ
設計期間 ： 2001.06～2002.03
工事期間 ： 2002.09～2004.02

＊逗子小学校では新しいタイプのオープ
ンスクールとして、教室の窓際にもパ
ブリックなスペースとして「リビングス
ペース 」を設けました。手洗い場やア
ルコーブなど小さなスペースを集めた
プライベートな生活空感となります。

新しいタイプのオープンスクール
→「リビングスペース 」の提案
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